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V322a X 線分光撮像衛星 (XRISM) 搭載軟 X 線撮像装置 (Xtend) の軌道上運用 (5)
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X線分光撮像衛星（XRISM）に搭載されている軟 X線撮像装置 Xtendは、X線望遠鏡と４素子の X線 CCD
カメラで構成され、38.5平方分角の広視野を 1280× 1280ピクセル/素子で撮像することで、6× 6ピクセルと撮
像が制限されつつも半値全幅∼ 5 eV@6 keVの分光性能を有するResolveと相補的な観測を行う。Xtendは、23
年 9月の打ち上げから撮像・分光性能要求を満たしつつ天体観測を行っており、軌道上較正も継続している。ま
た、その広視野を活かし、9月から 11月現在で 14件の突発天体を検出・速報した。本講演では、25年秋季年会か
らの進捗を中心に、ゲイン、エネルギー分解能、そして電荷転送効率の経年変化や、それらを反映した較正・応
答関数の構築、非X線バックグラウンドのモニタとデータベースの構築などについて、最新の状況を報告する。


